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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月23日(2014.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所望の照射野に向けてＸ線を照射するＸ線源と、
　前記Ｘ線源から照射された前記Ｘ線の強度を検出するＸ線検出器と、
　前記Ｘ線検出器で検出された前記Ｘ線の強度に基づいてＸ線画像を生成する画像データ
生成部と、
　を備えたＸ線診断装置であって、
　前記Ｘ線検出器と前記Ｘ線源との間に介在し、前記Ｘ線源から照射された前記Ｘ線の線
量を検出する線量検出部と、
　前記照射野における複数の部分領域ごとにあらかじめＸ線のＳＮ比を算出し、当該部分
領域ごとのＸ線の強度を基に、所定の領域に対する各領域のＸ線のＳＮ比の分布を示す分
布データを生成する分布データ生成部と、
　あらかじめ生成された前記分布データと、前記線量検出部で検出された前記線量とを基
に、前記領域ごとの線量を算出する線量データ生成部と、
　を備えたことを特徴とするＸ線診断装置。
【請求項２】
　分布データ生成部は、前記所定の領域におけるＸ線のＳＮ比に対する、前記各領域にお
けるＸ線のＳＮ比の比率の分布を基に前記分布データを生成することを特徴とする請求項
１に記載のＸ線診断装置。
【請求項３】
　前記領域ごとに算出された前記線量を、前記Ｘ線画像上の当該領域に対応する部分に識
別可能に表示させる表示制御部を備えたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載
のＸ線診断装置。
【請求項４】
　所望の照射野に向けてＸ線を照射するＸ線源と、
　前記Ｘ線源から照射された前記Ｘ線の強度を検出するＸ線検出器と、
　前記Ｘ線検出器で検出された前記Ｘ線の強度に基づいてＸ線画像を生成する画像データ
生成部と、
　前記Ｘ線検出器と前記Ｘ線源との間に介在し、前記Ｘ線源から照射された前記Ｘ線の線
量を検出する線量検出部と、
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　を備えたＸ線診断装置を用いた線量管理方法であって、
　前記Ｘ線源から前記照射野に向けてＸ線を照射し、前記Ｘ線検出器で検出された前記Ｘ
線の強度を基に、前記照射野における部分領域ごとのＸ線の強度を算出し、当該部分領域
ごとのＸ線の強度を基に、所定の領域に対する各領域のＸ線のＳＮ比の分布を示す分布デ
ータをあらかじめ生成する準備段階と、
　前記Ｘ線源から被検体に向けて前記Ｘ線を照射し、前記線量検出部で前記線量を検出す
るととともに、前記Ｘ線検出器で前記領域ごとに前記Ｘ線の強度を検出する検査段階と、
　検出された当該線量と、前記分布データとを基に、前記領域ごとの線量を算出する線量
算出段階と、
　を備えたことを特徴とする線量管理方法。
【請求項５】
　前記検査段階において、前記被検体を透過し前記Ｘ線検出器で検出された前記Ｘ線の強
度を基に、前記被検体に対する前記Ｘ線画像を生成する画像データ生成段階と、
　前記線量算出段階において、前記領域ごとに算出された線量を、前記Ｘ線画像上の当該
領域に対応する部分に識別可能に表示させる表示段階と、
　を備えたことを特徴とする請求項４に記載の線量管理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、この実施形態の第１の態様は、Ｘ線源と、Ｘ線検出器と、
画像データ生成部と、線量検出部と、分布データ生成部と、線量データ生成部と、を備え
たＸ線診断装置である。Ｘ線源は、所望の照射野に向けてＸ線を照射する。Ｘ線検出器は
、Ｘ線源から照射されたＸ線の強度を検出する。画像データ生成部は、Ｘ線検出器で検出
されたＸ線の強度に基づいてＸ線画像を生成する。線量検出部は、Ｘ線検出器とＸ線源と
の間に介在し、Ｘ線源から照射されたＸ線の線量を検出する。分布データ生成部は、照射
野における複数の部分領域ごとにあらかじめＸ線のＳＮ比を算出する。また、分布データ
生成部は、当該部分領域ごとのＸ線の強度を基に、所定の領域に対する各領域のＸ線のＳ
Ｎ比の分布を示す分布データを生成する。線量データ生成部は、あらかじめ生成された分
布データと、線量検出部で検出された線量とを基に、領域ごとの線量を算出する。
　また、この実施形態の第２の態様は、Ｘ線源と、Ｘ線検出器と、画像データ生成部と、
線量検出部と、を備えたＸ線診断装置を用いた線量管理方法である。Ｘ線源は、所望の照
射野に向けてＸ線を照射する。Ｘ線検出器は、前記照射野を複数の領域に分割し、前記領
域ごとに、前記Ｘ線源から照射された前記Ｘ線の強度を検出する。画像データ生成部は、
前記Ｘ線検出器で検出された前記Ｘ線の強度に基づいてＸ線画像を生成する。線量検出部
は、前記Ｘ線検出器と前記Ｘ線源との間に介在し、前記Ｘ線源から照射された前記Ｘ線の
線量を検出する。線量管理方法は、準備段階と、検査段階と、線量算出段階と、を備えて
いる。準備段階では、前記Ｘ線源から前記照射野に向けてＸ線を照射し、前記Ｘ線検出器
で検出された前記Ｘ線の強度を基に、前記照射野における部分領域ごとのＸ線の強度を算
出する。また、準備段階では当該部分領域ごとのＸ線の強度を基に、所定の領域に対する
各領域のＸ線のＳＮ比の分布を示す分布データをあらかじめ生成する。検査段階は、前記
Ｘ線源から被検体に向けて前記Ｘ線を照射し、前記線量検出部で前記線量を検出するとと
ともに、前記Ｘ線検出器で前記領域ごとに前記Ｘ線の強度を検出する。線量算出段階は、
検出された当該線量と、前記分布データとを基に、前記領域ごとの線量を算出する。
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